
　2015年、栃木県足利市の菊地歯車株
式会社がフランスの航空機用エンジン
メーカーであるスネクマ社と直接契約をし
たニュースが話題となった。欧州のエアバ
スの小型航空機などに搭載されるエンジ
ンのタービンブレード（羽根）の生産だ。国
内の中小規模の部品メーカーが海外航空
機関連の大手企業から受注するという極
めて稀な例である。受注のきっかけとなっ
たのは、海外展示会への出展だった。
　菊地歯車はもともと自動車や産業機械
向けの歯車部品を製造してきた。航空機部
品に関しては20数年前から歯切り加工の
みを受注していたほか、2007年には
ジェットエンジンのブレードを加工したこと
もある。しかしどれも大きな案件ではな
かった。
　2008年に初めて国内の航空関連展示
会に出展した際、米国のメーカーから打診
があった。「もしや航空機業界にニーズが

あるのでは」と考えた菊地義典社長は、
2009年のリーマンショックで仕事が減少
した苦境のタイミングに「国内重工メー
カーと直接取引をしよう」を目標に掲げ、国
内 の 歯 車メーカーとしては初めて
JISQ9100を取得。2010年7月の英国
『ファンボロー・エアショー』で海外展示会
初出展し、2012年の『シンガポールエア
ショー』、2013年の『パリエアショー』など
継続した展示会出展は欠かさない。
　展示会出展にあたっては過去の取引
メーカーから部品サンプルを借りてきたり
と、自社の技術が一見してわかるような展
示を心がけた。いくつかの海外企業が展示
ブース前で立ち止まり、興味を示してくれ
た。そして、2011年に展示会出展したパ
リエアショーでスネクマ社より提案依頼書
を受領した。JISQ9100を取得していた
ことや、難削材であるチタンアルミニウム
合金のブレード加工経験があったことで信
頼を得られたのだ。その際の試作品が高く
評価され、今回の直接契約に繋がった。
「航空機はグローバルサプライチェーンで

す。他業界に比べ、他国の企業と
サプライチェーンを組むことは
当然のように行われている」と菊
地社長は印象を語る。

　スネクマ社との契約は、菊地歯車にとっ
て初めての海外との加工取引となる。社内
に英語が話せる人材もほぼおらず、通訳を
介してのミーティングが行われた。「言葉が
通じないのに意思疎通を図れるのか」とい
う不安もあったが、同じ技術者同士、図面
を前にすれば異なる言語でも認識を共有
することができた。
　2015年、スネクマ社との仕事にあたり
専用工場を新設。あえて別会社として
AeroEdge株式会社を設立し、2016年3
月末に竣工式を執り行った。工場は敷地面
積約10,000㎡で、菊地歯車から約30名
のスタッフを移動し追加の新規採用をす
る。菊地社長は「航空機業界は一見華やか
に見えますがとても地味な作業の積み重
ねです。100％良品であるためにストイッ
クでいなければいけません。他業界に比べ
完成までの期間も長くスピード感が違うの
で、慌てず丁寧に取り組むのみです」と、未
来を見つめつつも目の前の仕事に確実に
取り組む大事さを噛み締めた。
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　航空機内装部品の製造は、機体やエン
ジンの部品製造とは管理面において異な
る。たとえ同機種でも納入先の航空会社が
違ったり、さらに同じ航空会社でも機体に
よって内装が違う。そのため生産管理がか
なり複雑なのだ。
　1961年の創業以来、航空機内装部品
製造を行っている高橋精機製作所では、独
自の生産管理システムを構築することで
管理の複雑さを改善した。2000年過ぎ、
高橋社長自ら独学でシステムを開発しよう
と試み、１年かけて社内ネットワークを作っ
たのだ。「完成した時のことはよく覚えてい
ます。夜中３時に一人でにんまりしました
よ」。それまでは紙の図面・書類の管理が大
変だったが、システムにより格段に楽に
なった。
　高橋精機製作所が製造するのは、航空
機のギャレー（厨房設備）部品、ラバトリー
（化粧室構造）部品を主に、その他スペア
パーツなどだ。創業当時から株式会社ジャ
ムコの仕事を受け、防衛庁の航空機整備
や、立川、宮崎、新潟のジャムコ拠点とそれ
ぞれ取引を行ってきた。またジャムコ・アメ

リカとの取引ではテロ対策に特化したドア
ノブを製造したこともある。そして今狙っ
ているのが、航空機のシート製造だ。

　2010年頃、高橋社長はシート製造のた
めの営業を開始した。「アメリカに行った時
にビジネスクラスやファーストクラスの座
席を見て、「これはアルミの削り出しの固ま
りだ！」と気づいたのです。しかもそれが何
席もある」。調べてみると、ジャムコ・アメリ
カで何百億円もかけシート製造をするとい
うニュースが目に入った。これはやるしかな
い、と思った。
　実は過去に、日本のジャムコでシートの
製造を３機だけ担当したことがある。しかし
その後撤退し、シート製造はアメリカやフィ
リピンで行われていた。それが2015年、
宮崎県でジャムコがシートを製造するとい
う情報が入った。高橋社長は即「宮崎に工
場を出そう」と決めた。
　シート製造の受注は決まっていなかった
が、とにかく製造拠点を確保しようと競合
他社に先駆けて、2016年3月に立地調印
式を行った。工場敷地は約7,800㎡で、埼
玉の既存工場の4倍になる。シート製造の

ためには、機械加工のほか組み立てがメイ
ンになる。ジャムコ側も、高橋精機製作所
にはサブアッセンブリーを任せたいと予定
している。高橋社長は「メッキはできない
ので、トータルのシート製造には対応でき
ていません。現状はジャムコさんが面倒な
部分を担おうとしています。しかし、最終的
にはマルチにできなければいけません。い
ずれは治具の開発をしてよりアッセンブ
リーにできる提案をしていくつもりです」と
意気込む。
　宮崎工場の稼働は2017年1月を予定
している。そのための現地採用に力を入れ
ており、募集をかけたとたん、航空機業界
へ憧れる県内の人材が殺到した。また、
HP、会社パンフレット、名刺を完全リ
ニューアル。飛行機のデザインを前面に押
し出したことにより、今後も永く航空機業
界を担っていく決意を感じさせた。
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株式会社 高橋精機製作所
■住　所：埼玉県入間郡三芳町上富中西1483
  TEL. 049-274-5100
  FAX. 049-274-5200
■社員数：36名
■代　表：高橋 直人
■問合せ担当：穴澤 政典
■エミダス番号：72739

16 17


